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２０２６年度年末年始繁忙に関する要求書  

 

 

 貴職の日ごろの奮闘に敬意を表します。  

 ２０２６年度年末年始業務運行に関して安定的な業務運行の確保と社員・非正

規社員の労働安全や健康を確保するために以下の要求を提出します。これまでの

ように、年末繁忙が始まってからの回答とならないよう、必ず 10 月 31 日までに

誠意ある回答と早急な交渉の場を求めます。 

 

記  

 

1、  「年末年始業務運行対策に関する労使間の意思疎通」のルールに基づき 13

項目について意思疎通を行うこと。  

2、  年末始の研修に関しては、資料配布で済ませることなく丁寧な説明を行い、

質疑応答も取り入れること。開始時間にはゆとりを持たせ、例えば帰局が難

しい 16 時開始といったような業務に支障をきたすような業務研究会は行わ

ないこと。  

3、  連続出勤については、道順アルバイトも含め６日以内となるよう要員配置

を行うこと。  

4、  12 月 31 日から 1 月 3 日までは、社員の健康面への配意の観点からも、超

勤を行わなくて済むよう要員確保を行うこと。併せて、突然勤務開始時間

を変更するような指示は止めること。  

5、  1 月 1 日から 1 月 3 日迄に全社員に最低 1 日以上の休日を確保すること。 

6、  年末始繁忙期における短期期間雇用社員の雇用確保に万全を期すこと。ま

た、年明け以降も長期雇用できるようにすること。  

7、  年末始に限らず夜間ゆうゆう窓口等が長蛇の列となっている事が多いため、

再配達削減の観点からも十分な要員配置を確保すること。  

8、  「36 協定」違反とならないよう指導することも含め、休憩休息取得や時間

前着手根絶等、勤務時間管理、超勤 4 時間前発令も徹底すること。また、

業務終了後も隠れて仕事をする者が見受けられるが、それらを見て見ぬふ



 

 

りをし、自らもタダ働きを行う管理者・役職者がなぜ多数いるのか原因を

究明し明らかにすること。  

9、  年賀郵便物配達結束打切便について元旦配達分は 12 月 30 日夜までとす

ること。  

10、 物品が不足しないよう、毎年何が不足しているかを挙げ、班長会等で対策

を講じること。指サックや蛍光ベスト、把捉バンドの在庫も無い、等言われ

る事例もあった。携帯端末用プリンターのバッテリーの請求も渋られる現状

だが、そういった事が絶対に起こらないよう努めること。  

11、 元旦の機動車が不足しないよう確保すること。電動バイクの予備バッテリ

ーを充実させ、バッテリー切れのトラブル防止に努め、重さによる転倒事故

や後輪に足を挟む等の事故にも配慮すること。  

12、 機動車の自主整備は、タダ働き根絶の観点からも止め、業者に一任するこ

と。  

13、 特に繁忙期間中は業務がひっ迫することが強く予想されるため、安全立哨

や地下での一本橋等の訓練は止め、来客者等の車の出入りの混乱にも繋がっ

ているため、地下からの渋滞緩和に努め、道路に出るまでの時間を少しでも

解消すること。  

14、 翌日準備に関して、以前より改善されたとはいえ勤務時間外で社員が区分・

道順をしている事例が未だに見受けられる。翌日準備のために必ず超勤をし

ないといけない雰囲気であることも含め、このような実態を会社はどう思っ

ているのか明らかにし更なる対策を講じること。  

15、 上記に関して、コストコントロールによる過度な超勤抑制等は行わないこ

と。サービス残業の温床になっているため多少のゆとりがある要員確保によ

って改善に努めること。  

16、 年々、年賀郵便物の遅出し傾向が顕著になってきているが、元旦配達物数

にこだわった無理な結束を行わないこと。  

17、 交通事故、ロールパレット事故等の労働災害の根絶には万全を期すこと。

特に岡山郵便局においてはパレット事故が多発していると聞いている。対策

を徹底すること。  

18、 2025 年度の岡山中央郵便局における年賀販売枚数と引受通数を明らかにす

ること。  

19、   土日祝の集配部勤務開始は、特に繁忙期間は約束した時間に間に合わない

等の事態が大いに有り得る為、お客様に迷惑をかけないという観点からも 8

時出勤にすること。  

20、  「自爆営業」根絶のため、低実績者へのパワハラ等が無いよう、高い実績を

求め過ぎないよう、班指標と形を変えても数字を過度に追い求める事の無い

ようあらためて管理者・役職者へ指導し社員周知を徹底させること。  

21、 年賀はがきの販売に関しては、郵便窓口やコンビニを基本とすること。  



 

 

22、 新型コロナウイルス、インフルエンザ、O157 等の感染症拡大の現状を考慮

し、戸別への営業活動は、お客様感情の観点からも控えること。  

23、 新型コロナウイルス以外にも様々な感染症が横行している中であるため、

体操の声出しや唱和、雨対策のビニール袋再利用も中止し、ミーティングは

簡素化するなどして、飛沫感染防止や密を作らないよう努め、消毒液やマス

ク・うがい機への薬の補充等の備品確保含め感染防止対策を徹底すること。  

24、 インフルエンザ予防接種費用は会社負担とし、以前のような感染による多

数の欠席者が出る事の無いよう感染対策に努めること。  

25、 集配バイクの壊れたキャリーボックスや破けた網紐が無いか点検し修繕に

努めること。  

26、 拡大化しているゆうパケット等の増加により、キャリーボックスの蓋が閉ま

らない恐れがあるため、小包のバイクでの兼配は冊子程度の物を限度とする

こと。箱物、こわれもの、なまものや果物等は品質の観点からも中止するこ

と。  

27、 利用者に約束したことが守られるように、ゆうパック対策として小包配達担

当者を更に多く雇用できるよう予算配分も含めて対処できるようにするこ

と。  

28、 重さだけではなく、キャリーボックスの蓋が閉まらない、無理やり閉める

ことも重大事故に繋がると考えます。そして、速達や時間指定の物が間に合

わない危険性を解消するためにも速達・小包のバイクでの兼配はやめ、混合

区を復活させること。  

29、 減区や兼配により、通配担当者は繁忙期前にもかかわらず持ち戻りとなる事

例が過去にあった。岡山郵便局でも処理が遅れ、更に配達も遅れると、お客

様に多大な迷惑をかけることになるので、減区・兼配は中止し他局・支社か

らの応援、ＯＢへの声かけ、更には管理者対応も視野に入れ、現状の少なす

ぎる要員状況で現場に無理をさせる現状の改善を会社は責任を持って努め

ること。  

30、   労働者が請求するものである年休を、繁忙を理由に制限を行わないこと。

請求していない日に勝手に年休を入れないこと。また、時季変更権の行使を

行うなら、変更する時季を具体的に明示すべきところ、管理者・役職者は「出

ない」と言うだけで終わらせるため、なぜこのような法令違反とも言える事

例が全く改善されないのかを説明するとともに改善に向け指導徹底するこ

と。  

31、 例年狭いと不満が出ている年賀作業スペースを、ウマ・サオを倒す等の事故

防止や色んな人が通り抜ける事もあるため余裕をもって確保すること。現行

を可とするなら、その理由も説明すること。  

32、 年賀も普通郵便も２パスの処理率が前年より落ちないよう、手区分を増やさ

ないよう要員配置を徹底すること。普段からも順番がバラバラな事があるが



 

 

３１日から年明けは２パス率が更に落ちる傾向にあるため徹底すること。  

33、岡山郵便局において、傷病手当や介護休暇を対象者に知らさない事例が起こ

っている。以前は労災を隠そうとしたと疑われる事例もあった。管理者・役職

者への教育を更に徹底するとともに、更に繁忙となるこの時期は労災が起き

ないよう、余裕のある業務運行を行えるよう要員確保を求める。  

34、 岡山郵便局からの小包等も含めたトラック便が遅れることのないよう、岡

山郵便局の要員確保には現場社員の意見も取り入れ万全を期すよう努める

こと。  

35、 岡山郵便局や岡山中央郵便内務から交付される際、ケースを積み上げるに

あたり、上段に重い多くの郵便の入ったケースを無理に積み上げている事

例が散見される。社員の身体に配慮する意味でも重いものは上へ重ねず下

へ積載すること。身体を痛める等の事案が起こった際は隠さず労災を適用

すること。  

36、 岡山郵便局で要員確保ができず処理が遅れると岡山中央その他の周辺局に

も混乱が生じることに繋がる。なぜ岡山郵便局は毎年のように「確保できな

い」などの声が上がるのか、管理者側は「足りている」などと現場と食い違

った回答をするのか、ベテラン社員が多く退職していくのか。職場へのアク

セスの不便さ、管理者によるパワハラの漫然化等は特にきちんと原因究明し

て解消できるよう対策を講じること。  

37,  岡山郵便局の熱中症対策において、ウオーターサーバーの撤去に伴い常温

の飲料水を配布したと聞いた。空調完備だから暑さ対策はクリアしていると

いった回答があった。しかしながら現場からは、常温の飲料水ではクールダ

ウンできなく熱中症の一歩手前の者も多くいたと聞く。作業所は温度にムラ

があり走り回るためフラフラになるとの報告もあった。このような現場との

ミスマッチが職場の不満、多くの退職者を生み出す結果となっていると考え

る。短期雇用アルバイトに行うアンケートの中には「ベテラン期間雇用社員

のパワハラがひどい」「指示する内容が人によって違う」「指示がずさんで注

意喚起や写真等の掲示を一回するだけ」といったものから「二度とこの会社

に関わりたくない」といった意見もあったと聞く。上記のような事が繫忙期

間に起こり退職者が出てしまうと最終的にはお客様の信用失墜に繋がって

しまうため、アンケートの内容をもとに改善に真摯に取り組むこと。  

38、 岡山郵便局において、ウオーターサーバーを再設置すること。  

39、 2017 年、岡山郵便局の処理遅れにより遅配となったことが新聞記事に掲載

されるという不名誉なことが起こっている。現在でも、最後の定形外追加交

付や小物手区分が集配社員の帰宅後となることが多い。建設日報等の定期刊

行物がその中に含まれることもある。集配部では 2 区減区をすることもある

現状では、翌日に集配社員がそれに気付くが翌日回しにしている事が多いと

思われる。郵便内務も外務も少な過ぎる人数で現場に無理を求めた結果であ



 

 

る。2017 年のようなことが二度と起きないよう特に繁忙期は十分すぎる位

の要員確保、コロコロ変わる勤務開始時間の是正、コストコントロールと称

して超勤を渋って現場に必要以上に無理をさせることなく、あらゆることを

想定しながら要員を確保し、郵便内務と集配で十分に話し合い連携する事を

求めると共に、在職者の休職や退職が起きないようパワハラ・始末書乱発と

いった事を根絶することを強く求める。  

 

 

以上                                                  


